
















帯磁率、 弾性定数の結晶異方性の詳細な研究により、 多くの新しい知見を得た。 磁気転移
温度目が2 .4Kであり、lK以下で核磁性による比熱の増大が見られ、基底状態は三重項の
じであるとした。 しかし、 TNまで、の磁気エントロピーが R ln3 の約60%程度しか回復し
ないこと、 熱 膨張の実験からは、 約lOK より低温で結晶格子が膨張し、 日以下の温度で
再度、 収縮する異常を見出した。 また、 低温X線の研究グノレープとの共同研究で、 面間隔
が数十度K 以下の温度で増大し、 円以下で急激に収縮することを明らかにした。 更に、
超音波実験の研究グループとの共同研究により、 詳細な磁場中弾性定数の測定の実験を行
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(4 ）プロジェクト成果の応用・効果・構想（起業計画， 市場での応用・効果， 特許化構想）






． 極限環境先進材料評価システム： 利用内容は極低温、 強磁場下での電気的・磁気的・
熱的材料評価。 測定の温度範囲は絶対温度0 . 5Kから300K。 測定磁場は8テスラまで。 利
用 頻度は約14日／月
． 高出力・高分解能X線回折システム： 粉末回折総合解析装置部、 利用内容はCu-Ka X 
線粉末回折による構造解析、 または、 単結晶試料による結晶方位の決定。 利用頻度は約
10日／月
